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一
九

本
稿
は
、
米
騒
動
後
に
展
開
す
る
初
期
農
民
運
動
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
農
村
統
合
政
策
が
展
開
さ
れ
る
か
を
一
九
―

0
年
代
未
か

ら
二

0
年
代
前
半
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
初
期
小
作
争
議
段
階
か
ら
日
本
農
民
組
合
支
部
組
織
化
の
進
行
と
と
も
に
小
作
料
永
久

三
割
減
額
要
求
争
議
が
本
格
化
す
る
時
期
は
、
小
作
争
議
に
よ
っ
て
従
来
の
農
村
社
会
秩
序
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
始
め
た
時
期
で
も
あ
り
、

農
業
団
体
た
る
系
統
農
会
や
地
域
社
会
秩
序
の
崩
壊
を
懸
念
す
る
県
・
郡
・
市
町
村
の
地
方
行
政
当
局
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
対
応
を

求
め
ら
れ
る
。
小
作
料
・
小
作
地
に
つ
い
て
の
地
主
小
作
閃
の
紛
争
11
小
作
争
諾
発
生
を
事
前
に
防
止
す
る
こ
と
、
発
牛
し
た
場
合
の

終
結
へ
の
道
筋
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
実
践
的
に
追
求
さ
れ
る
が
、

そ
こ
に
は
ま
だ
明
確
な
輪
郭
を
も
た
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
志
向
性

を
有
す
る
諸
施
策
が
模
索
的
に
展
開
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
課
題
は
、
ま
ず
も
っ
て
地
方
行
政
当
局
と
系
統
農
会
の
小
作
争

議
対
策
、

お
よ
び
そ
れ
を
含
む
小
作
問
趙
対
策
な
い
し
農
村
統
合
政
策
の
構
想
と
そ
の
実
践
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
し
て
、

そ
の
検
討
を
通
し
て
地
方
行
政
当
局
や
系
統
農
会
の
立
案
・
実
践
に
お
け
る
位
置
・
機
能
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

す
で
に
、
こ
う
し
た
農
村
統
合
の
あ
り
様
に
つ
い
て
は
、
庄
司
俊
作
・
坂
根
嘉
弘
氏
が
強
調
す
る
「
協
調
主
義
」
に
も
と
づ
く
地
主

小
作
関
係
の
集
団
化
・
機
構
化
や
大
門
正
克
氏
の
強
調
す
る
五
協
同
主
義
」
に
も
と
づ
く
上
か
ら
の
経
済
主
義
的
組
織
化
の
進
行
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

0
年
代
以
降
の
戦
間
期
農
村
社
会
秩
序
の
変
動
・
再
編
を
め
ぐ
る
争
点
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
双
方
が
対

は
じ
め
に

木

永

九
二

0
年
代
前
半
期
の
農
村
統
合
政
策

I

福
岡
県
に
お
け
る
小
作
争
議
対
策
の
始
動

I

勝
(I) 

也
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（＿） 
2
)
 

1
)
 

県
・
郡
当
局
の
小
作
問
題
対
策

①)。

第
一
章

（
九
州
大
学
出
版
会
、

小
作
問
題
と
「
温
情
」
施
策
の
強
化

一
九
九

0
年
二
月
）
、
大
門
正
克
ほ
か
『
戦
間
期
の
日
本
農
村
』
（
世
界
思
想
社
、

ま
た
、
福
岡
県
は
、
東
北
型
・
近
畿
型
・
養
蚕
型
と
い
っ
た
地
主
制
・
農
業
の
地
域
類
型
に
あ
て
は
ま
り
に
く
い
地
域
で
あ
り
、
ま

た
庄
司
氏
の
争
議
発
生
状
況
に
よ
る
地
域
類
型
で
も
中
間
地
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
争
議
件
数
は
先
進
地
域
な
み
に
多
い
（
図

図
①
に
み
る
よ
う
に
福
岡
県
で
も
一
九
一

0
年
代
末
か
ら
小
作
争
議
が
発
生
し
始
め
、
一
九
二
五
年
に
ピ
ー
ク
を
む
か
え
て
以
後
減

少
傾
向
を
た
ど
り
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
時
に
は
「
現
下
の
状
態
に
て
は
本
県
の
小
作
争
議
は
一
部
は
争
議
一
過
の
後
、
他
は
争

議
に
至
ら
ざ
る
程
度
に
胎
て
緩
和
せ
ら
れ
小
康
を
保
ち
居
る
も
の
と
観
る
べ
く
た
ま
た
ま
小
作
調
停
法
の
運
用
に
伴
ひ
県
下
に
於
け
る

庄
司
俊
作
『
近
代
日
本
農
村
社
会
の
展
開
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

立
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、

一
九
八
八
年
一
月
）
。

そ
の
実
態
的
関
係
は
依
然
明
瞭
で
は
な
い
。
ま
た
政
策
問
題
と
し
て
は
、
庄
司
氏
は
一

九
二

0
年
代
前
半
期
に
お
け
る
転
換
（
「
温
情
主
義
」
か
ら
「
協
調
主
義
」
へ
の
）
を
指
摘
し
て
も
い
る
。
本
稿
で
は
福
岡
県
を
素
材

に
か
か
る
点
に
留
意
し
つ
つ
、
小
作
争
議
対
策
を
中
心
と
す
る
農
村
統
合
政
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

な
お
、
福
岡
県
（
だ
け
で
な
く
、
九
州
全
体
に
つ
い
て
も
）
に
つ
い
て
は
農
民
運
動
も
含
め
農
村
史
に
関
す
る
先
行
研
究
は
希
少
で

あ
り
、
『
福
岡
県
農
地
改
革
史
』
に
お
け
る
概
説
の
域
を
充
分
に
で
て
い
な
い
。
福
岡
県
は
周
知
の
八
幡
製
鉄
所
を
は
じ
め
と
す
る
エ

業
、
か
つ
、
筑
豊
・
三
池
と
い
う
産
炭
地
が
あ
り
つ
つ
も
、
農
業
生
産
額
で
も
全
国
有
数
の
県
で
あ
る
と
い
う
多
様
性
に
富
む
地
域
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
戦
間
期
農
村
社
会
秩
序
の
変
動
と
再
編
に
関
し
一
県
を
対
象
に
追
跡
す
る
こ
と
で
、
従
来
実
態
的
に
不
明
瞭
で
あ
っ

た
点
を
明
瞭
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
本
稿
は
そ
の
試
み
の
―
つ
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
二
月
）
、
坂
根
嘉
弘
『
戦
間
期
農
地
政
策
史
研
究
』
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「
鉱
工
業
と
農
業
と
の
調
和
」
を
図
る
こ
と
が
最
も
必
要
だ
と
さ
れ

(
1
)
 

小
作
問
題
は
漸
次
鎮
静
に
帰
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
り
」
と
県
の
小
作
係
が
述
べ
る
状
況
と
な
り
、
こ
の
後
、
農
業
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
た
一

九――

-
0年
以
後
に
な
る
と
再
び
増
加
す
る
。
関
係
人
員
・
面
積
の
面
（
図
①
）
で
み
れ
ば
、
一
九
二
五
年
以
降
は
争
議
規
模
が
縮
小
化

し
一
九
三

0
年
代
も
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
要
求
別
（
図
②
）
に
み
て
も
、
一
九
二
五
年
以
降
小
作
料
減
免
争
議
の
比
重
が
低
下
し
、

次
第
に
小
作
権
・
土
地
関
係
の
争
議
が
ふ
え
三

0
年
代
も
そ
の
傾
向
は
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
。
二

0
年
代
前
半
の
争
議
の
増
加
は
、

む
ろ
ん
日
本
農
民
組
合
の
組
織
化
の
進
展
に
起
因
す
る
も
の
で
、
福
岡
県
で
は
一
九
ニ
―
―
-
（
大
正
―
二
）
年
の
三
月
頃
か
ら
そ
の
影
響

力
が
及
び
は
じ
め
、
同
年
七
月
こ
ろ
か
ら
福
岡
県
内
に
お
け
る
日
本
農
民
組
合
の
組
織
化
が
進
行
し
「
小
作
料
永
久
三
割
減
」
を
要
求

す
る
争
議
が
県
内
各
地
で
発
生
す
る
。
こ
れ
以
後
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
日
農
福
岡
県
連
合
会
が
分
裂
に
至
る
ま
で
が
福
岡
県

に
お
け
る
農
民
組
合
運
動
の
―
つ
の
ピ
ー
ク
を
為
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
九
二
五
・
六
年
に
―
つ
の
転
換
期
が
あ
り
、
本
稿

が
と
り
あ
え
ず
一
九
二

0
年
代
前
半
期
に
お
け
る
農
村
統
合
政
策
を
対
象
に
検
討
す
る
理
由
は
こ
の
点
に
あ
る
。

以
下
の

(
A
)
S
(
C
)

日
農
組
織
化
以
前
、
自
然
発
生
的
な
小
作
争
議
が
展
開
し
始
め
て
い
た
一
九
ニ
―
（
大
正
一

0
)
年
の
時
点
で
、
農
商
務
省
農
務
局

(
2
)
 

が
全
国
調
査
を
行
っ
た
際
、
県
当
局
は
「
小
作
問
題
」
に
関
し
て
一

0
項
目
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
大
別
・
要
約
す
る
と

の
よ
う
に
な
る
。

(
A
)
農
家
経
済
の
向
上
、

一
産
業
と
し
て
の
農
業
の
発
展
、

た
。
小
作
人
が
「
一
家
経
済
上
遥
か
に
有
利
」
と
見
て
鉱
工
業
へ
転
業
し
て
い
く
結
果
、
産
炭
地
で
は
小
作
人
が
不
足
す
る
現
象
が
生

じ
て
い
た
ゆ
え
に
、
「
小
農
地
法
」
の
制
定
や
産
業
組
合
振
興
に
よ
る
小
作
人
へ
の
土
地
分
配
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
（
一
）
。
ま

た
耕
地
整
理
（
一
毛
作
田
の
二
毛
作
田
化
）
に
よ
る
小
作
人
の
収
益
の
増
加
（
六
）
、
農
家
経
済
の
円
滑
と
向
上
の
た
め
の
産
業
組
合

の
奨
励
（
四
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
B
)
「
地
主
小
作
人
間
の
温
情
主
義
の
徹
底
」
（
九
）
に
見
る
よ
う
に
、
地
主
の
「
小
作
人
愛
護
」
11
小
作
保
護
施
策
の
必
要
性
と
「
地

主
の
自
覚
を
促
す
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
（
三
）
。
具
体
的
に
は
、
小
作
米
品
評
会
開
催
（
七
）
、
穀
物
検
査
施
行
地
方
に
お
け
る
小
作
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几

人
へ
り
奨
励
米
支
給
（
八
）
が
方
法
と
し
て
指
摘
さ
れ
、
ま
だ
、

小
作
人
の
「
共
同
組
織
」
と
し
て
の
農
事
小
組
合
奨
励
も
指
摘
さ
れ
た

(
C
)
国
家
に
よ
る
施
策
と
し
て
、
先
こ
あ
げ
た
「
小
農
池
法
」
の
ほ
が

こ
う
し
た
意
見
は
県
当
局
が
独
自
に
考
案
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、

『
メ
ー
ト
ル
』

ト
ナ
ル
地
方

利
義
務
関
係
」
に
も
と
づ
く
よ
う
な
小
作
法
の
制
定
に
は
反
対
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
し
て
い
る
〉
。
ま
た
自
作
農
の
創
定
を
主
張
し
て

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
小
作
争
議
対
策
は
そ
れ
自
体
と
し
て
自
立
し
て
仔
在
し
た
訳
で
は
な
く
、
小
作
問
題
、

（
二
）
〈
但
し
、
「
権

よ
り
広
く
い
え
ば
農
業

・
農
村
間
題
の
一
環
と
し
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
県
当
局
が
最
も
重
視
し
て
い
る
の
は
、
鉱
工
業
と
農
業
と
の
不
均
等
発
展
の
問
題
て

あ
り
、
資
本
主
義
の
展
開
そ
の
も
の
に
起
因
す
る
問
題
群
で
あ
り
、
こ
う
し
た
意
見
は
庄
司
氏
の
い
う
農
村
政
策
の
理
念
の
転
換
（
「
温

情
主
義
」
か
ら
「
協
調
主
義
」
へ
）
の
過
渡
期
の
様
相
を
示
し
て
も
い
る
。
産
業
組
合
の
振
興
や
耕
地
整
理
等
に
よ
る
農
業
生
産
力
の

上
昇
と
い
っ
た

(
A
)
（B
)
の
大
半
は
、
生
産
至
上
主
義
に
固
執
し
利
益
増
加
に
よ
り
矛
盾
を
解
消
•
隠
ぺ
い
し
よ
う
と
い
っ
た
明

治
農
政
の
発
想
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
自
作
農
創
設
や
小
作
法
制
定
な
ど
は
新
た
な
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
郡
や
町
村
当
局
の
意
向
に
支
え
ら
れ
て
も
い
た
。
表
1

（
大
王

'
0
)
年
の
農
商
務
省
に
よ
る
小
作
慣
行
調
査
の
際
に
、
福
岡
県
内
の
郡
長
・
郡
役
所
が
小
作
慣
行
の
改
善
に

つ
い
て
述
へ
た
意
見
の
一
部
で
あ
る
。

ま
ず
意
見
の
多
様
さ
が
目
立
つ
し
、
県
当
局
と
同
様
の
意
見
の
他
に
、
嘉
穂
・
鞍
手
・
早
良
・

糸
島
郡
の
よ
う
に
、
小
作
争
議
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
小
作
料
の
標
準
や
軽
減
歩
合
を
何
ら
か
の
形
で
決
定
す
る
と
い
っ
た
構
想

が
見
ら
れ
る
。
県
主
催
で
開
か
れ
た
篤
農
家
懇
談
会
（
後
述
）

の
席
上
、
地
主
の
中
に
は
「
官
民
合
同
ノ

ノ
普
通
農
場
デ
モ
作
リ
マ
シ
テ
：
•
本
年
／
作
柄
ニ
ハ
小
作
米
ハ
何
程
卜
云
フ
、
分
配
ヲ
受
ケ
ル
地
主
小
作
ノ
双
方
満
足
ス
ル
ヨ
ウ
ナ
コ

ト
」
を
実
行
で
き
る
機
関
で
も
で
き
な
い
か
と
の
意
見
を
述
べ
る
者
（
企
救
郡
の
山
口
享
一
）

混
沌
と
し
た
事
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

い
る
(
+
)
。

「
小
作
法
」

（五）。

や
「
官
民
ノ
相
当
ノ
人
」
で
小
作
料
の

い
ず
れ
に
せ
よ

の
制
定
が
要
望
さ
れ
た

「
融
和
協
調
を
図
る
上
に
於
て
最
も
有
効
な
る
手
段
」
で
あ
る
地
｀
工
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表 1 郡長・郡役所の小作慣行改善意見一覧
Hi；名 改善意見の項II

エctlllの具4本が1J1哀・頂g列
亨fi以郡 4ヽイ1:iK布ll定

小作料の統•的幣罪
4ヽイ1名への相‘沼の報酬の供・}
I・・地所fiによる小作人の「1作菓小作農化

;；:像郡 地 い 」 、 作 人 間 の 融 和親善をはかる
地じの温情による小作人の保護
信）り組合の低利資金 融 通 に よ る 小 作 人 の t地買収

,jヽ11消斗廂l牢 の 公Il：ィヒ
公定標準を甚礎とする小作料の制定
凶作時の軽減歩合決牢方法を設ける

迫生粗5 地 F．小作人の Ii．助磯 関 を 設 置 し 収 益 分 配 を 定 め る
納人小作米のPr'米 検査合格米化と奨励米ないし奨励金の支給

鞍 J4祁 地七小作閥の分配率を政府にて研究し標準をふす
農業保護政策を講ずる
地 l：小作人の協牢により標準作地を設け小作料徴収の参考資料にする
減収と小作料軽減率とについて地わ卜作人間でfめ協定する

扇穂郡 地］・と小作人の籾門を計る
地 l；会を組織し小作人に対し農業資金の融通、農具の貸＇ j、 小 作 料 完 納 へ の 賞 与 支 給
な ど 小 作 紛 議 を 未然に防I!．．すること
試作地により軽誡歩合を決定する
小 作 人 に よ る 小 作地買収に際し相当価格による譲渡
町 村 ま た は 農 会 による社会改善の講演会などの開催

小作料の •部改走穫歩合
i．地状況・収 を 協 定 し 利 益 分 配 をl'J滑ならしむること

屯良郡 郡または町村に遍切な小作料調査懺閲を設置し、小作来の標準を決牢する
地 l'による小作保護 奨 励

改良農具り已料鵬人資 金 の 幽 通 、 娯 楽 機 関 の 設 備 な ど
糸島郡 4ヽ イ乍人への上地分与

咤 業組令を組織し、低利資金を融通あるいは地ヤによる安 価 な 年 賦 償 還jj法による l--
地 分 与
丹業組合の円滑を計る
無利息ないし低和」による貸付

地 1,対小作人r民議の防止
町村農全に委員設置し小作料の軽減歩合を公ふ決定する
地 iミ 会 小 作 人 会 の設立勧誘（相互の委員を選出し機関をつくり争議防止に努める）

消2;J;H祁 9卜作和1のイヽ公ヽドの是IIミ
米質の改良

こ井郡 地 t小作協調会設立、小作料増減などの事項を協定する
小 11契 約 の 小 作 証 書による締結
咤業糾合を組織し小農保護事業を起こす

こ切．瀦君fl 哭励米等の供＇ j-奨励
地ヤ．による小作人の優遇保護

反歩程度の試作に よ る 農 業 知 識 の 涵 養
村 当 局 ・ 村 農 会 と協力しての農業改善
賞与
速やカヽ1こ小作法を制定し坤 i：一対小作人の協調を叶ること

小作地の集合、増加
区l1乍に備えての地キ．積立

／＼女i祁 物資を融通し小作人を保護する
改良農具の貸与、購 人 小 作 人 へ の 補 助

地セ小作人間の意志 疎通を叶ること
農産物の品評会開催（授与式での金品の供＇ j-と宴会による慰 労 な ど ）

:i也1祁 '容量の改 ll・’.
儀 裟 の 改1r.
乾燥の調整の改清

地 t．会・小作人会の組織
m川郡 地主による小作保護 の施設

小 作 米 晶 評 会 、 地 ｝：．小作人会、貯峯奨励、農業資金の貸付、 L地の分譲守
”£者IS郡 小作人保護の策樹寸．

道義観念の鼓吹に努め親苦融和の策を講ずること
虚業 Kの利益増進の施 没 を な し 道 徳 心 の 向 ！ ． ． と 経 済 のiり滑を期すること
小 作 人 の 集 合 ・ l‘t]粕 は絶対に厳禁すること
K地 1:．に於いて小作人へ釘償を以て 1•地を分譲する方策を講ずること

染 I:Bl: 地 い 」 ヽ 作 人 間 の 融 和親筈をはかる

大地．じ単独な掃い助し地下．間の協定により小作人家属建設時の舗助救済
冠婚葬祭時の

＊企救郡は史料欠落。朝倉郡、筑紫郡、山門郡は意見なしと1IIl答
備考：典拠は｝大1E ・O年小作慣行調杏 福岡県 ＜t牒務事践～九）

（各郡単位の可ヽ作慣行調査内」中の「第•七、小作二関スル慣行ノ改袴ヲ要スル諸点

理由及其ノ）j策」に，iじ載されたものを筆者がまとめた）
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(
4
)
 

標
準
を
「
審
判
」
し
て
も
ら
お
う
と
い
っ
た
意
見
を
述
べ
る
者
（
三
池
郡
の
旗
崎
直
之
）
が
い
た
。
こ
の
標
準
小
作
料
の
公
示
・
公
定

と
い
っ
た
要
望
は
郡
の
み
な
ら
ず
町
村
当
局
に
も
根
強
く
存
在
し
続
け
、
二

0
年
代
に
小
作
料
改
定
を
実
行
す
る
町
村
農
会
な
ど
も
あ

っ
た
。
ま
た
遠
賀
・
糸
島
・
田
川
・
三
池
郡
の
よ
う
に
地
主
・
小
作
人
の
各
々
の
あ
る
い
は
共
同
の
組
織
、
三
井
郡
な
ど
は
「
協
調
組

合
」
を
つ
く
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
（
詳
細
は
不
明
）
。
明
ら
か
に
県
当
局
よ
り
も
〈
協
調
主
義
〉
的
な
、
あ
る
い
は
踏
み
込
ん
だ
構

想
が
郡
当
局
に
は
存
在
し
た
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
の
後
県
当
局
や
内
務
省
・
農
商
務
省
が
進
め
る
政
策
の
支
持
基
盤
あ
る
い
は
受
け
皿

が
確
実
に
郡
レ
ベ
ル
で
は
存
在
し
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
一

0
年
代
末
か
ら
二

0
年
代
前
半
期
に

と
こ
ろ
で
、
福
岡
県
で
は
多
数
の
地
主
会
が
あ
っ
た
も
の
の
「
小
作
人
ノ
反
感
ヲ
求
メ
其
ノ
結
果
面
白
カ
ラ
サ
ル
ノ
理
由
ヲ
以
テ
廃

止
」
さ
れ
、
一
九
ニ
―
年
頃
に
は
「
地
主
組
合
ヲ
組
織
ス
ル
モ
ノ
絶
無
卜
云
フ
ニ
ハ
非
サ
ル
モ
単
二
付
近
地
主
ノ
集
会
談
合
ヲ
為
ス
ニ

(
6
)
 

止
マ
」
る
状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
県
当
局
が
小
作
問
題
対
策
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
特
に
地
主
へ
の
督
励
な

ど
を
行
お
う
と
す
る
際
に
は
系
統
農
会
や
郡
・
市
町
村
当
局
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

地
主
層
が
小
作
争
議
へ
対
応
し
て
い
く
際
、
一
九
二
二
（
大
正
―
-
）
年
に
農
会
法
が
改
正
さ
れ
争
議
へ
の
対
応
が
そ
の
任
務
に
加
わ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
農
会
が
小
作
争
議
に
関
与
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
県
当
局
の
小
作
問
題
対
策
を
今
少
し
検

討
し
た
上
で
、
い
わ
ば
現
場
で
の
推
進
者
で
あ
っ
た
系
統
農
会
あ
る
い
は
市
町
村
当
局
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
時
点
で
、
福
岡
県
当
局
は
、
他
県
か
ら
の
地
主
小
作
問
題
に
対
す
る
県
の
施
策
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

に
対
し
、
「
自
作
農
ノ
維
持
創
設
」
「
篤
農
家
懇
談
会
」
「
県
農
会
ノ
地
主
視
察
団
」
「
農
政
研
究
」
の
四
項
を
そ
れ
と
し
て
回
答
し

て
い
る
。
実
際
、
こ
の
四
項
が
県
当
局
と
し
て
実
践
し
て
い
た
施
策
で
あ
っ
た
。
自
作
農
創
設
事
業
に
つ
い
て
の
関
心
は
県
当
局
だ
け

で
な
く
郡
で
も
高
く
（
表
1
の
粕
屋
・
宗
像
・
糸
島
・
京
都
郡
な
ど
）
、
内
務
省
の
プ
ラ
ン
に
よ
り
全
国
的
に
一
九
二
二
年
か
ら
一
部

の
府
県
で
実
施
さ
れ
始
め
ら
れ
る
と
翌
ニ
―
―
-
（
大
正
―
二
年
）
年
に
は
県
令
一
九
号
を
定
め
簡
易
生
命
保
険
資
金
の
貸
付
を
受
け
、
実

施
が
本
格
化
し
た
。
こ
の
施
策
は
、
県
当
局
が
、
郡
市
町
村
当
局
の
「
協
調
主
義
の
鼓
吹
」
や
小
作
調
停
法
の
運
用
と
並
ん
で
「
農
民
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心
理
に
好
影
響
を
与
へ
自
作
農
主
義
に
傾
き
し
こ
と
」
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、
二

0
年
代
中
期
に
お
け
る
小
作
争
議
鎮
静
化
の
政
策

(8) 

的
要
因
と
し
て
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
篤
農
家
懇
談
会
は
県
当
局
が
「
地
主
対
小
作
問
題
ヲ
主
ト
シ
農
村
振
興
ヲ
計
ル

対
策
ト
シ
テ
」
年
一
回
「
郡
市
長
ノ
推
薦
ニ
ョ
ル
篤
農
家
」
を
集
め
「
農
村
問
題
二
対
ス
ル
協
議
懇
談
」
と
「
名
士
ノ
講
演
」
を
内
容

(
9
)
 

と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
（
次
項
で
詳
述
）
。
「
農
政
研
究
」
は
「
間
接
的
小
作
争
議
防
過
及
解
決
策
」
と
し
て
全
県
単
位
で
「
農

政
上
ノ
諸
問
題
ヲ
調
査
研
究
」
し
「
農
事
上
ノ
講
演
講
和
等
」
を
郡
単
位
で
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

改
正
し
、
取
締
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
―
二
月
に
小
作
調
停
法
が
福
岡
県
で
も
施
行
さ
れ
る
が
、
翌
二
四
（
大
正
一
―
―
-
）
年
一

月
頃
、
県
当
局
の
小
作
争
議
対
策
に
関
す
る
事
務
管
轄
も
従
前
の
産
業
部
か
ら
内
務
部
へ
移
管
さ
れ
、
同
部
内
に
は
小
作
官
の
配
置
（
小

作
官
室
の
設
置
）
に
伴
い
農
務
課
小
作
係
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
作
係
は
、
自
作
農
創
設
事
務
・
「
小
作
に
関
す
る
事
務
」
の

(10) 

各
担
当
一
名
の
計
―
―
名
（
農
林
主
事
補
）
を
正
式
構
成
員
と
し
て
い
た
。

県
当
局
の
あ
げ
る
施
策
の
う
ち
県
主
催
で
実
践
さ
れ
、
定
の
実
践
的
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
篤
農
家
懇
談
会
で
あ
る
。

(II) 

そ
の
前
身
は
県
農
会
主
催
の
地
主
懇
談
会
で
あ
り
、
そ
れ
を
含
め
た
開
催
日
・
講
演
者
・
懇
談
題
目
を
示
せ
ば
表
2
の
通
り
と
な
る
。

集
め
て
年
一
回
開
催
さ
れ
た
(
-
九
年
の
事
例
に
つ
い
て
は
史
料
的
に
明
ら
か
に
し
え
な
い
）
。
ニ
―
年
か
ら
県
主
催
と
な
り
、
同
様

の
形
式
で
篤
農
家
懇
談
会
と
し
て
以
後
一

開
催
さ
れ
て
い
る
と
す
る
後
年
の
史
料
に
お
け
る
記
述
は
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
詳
細
不
明
の
た
め
省
略
す
る
）
。

参
加
者
は
七
〇
＼
九

0
人
程
度
に
の
ぽ
る
が
、
地
主
懇
談
会
は
、
県
農
会
会
長
・
副
会
長
・
顧
問
・
幹
事
等
の
県
農
会
役
員
や
技
師

・
技
術
員
、

一
九
二
三
（
大
正
―
二
）
年
一

0
月
に
県
条
例
「
警
察
犯
処
罰
令
」
を

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
と
翌
二

0
(大
正
九
）
年
に
一
郡
二
＼
三
名
の
資
産
家
・
「
名
望
」
家
を

四
年
ま
で
四
年
間
、
年
一
回
毎
年
二
月
な
い
し
一

1

一
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
（
二
五
年
以
降
も

い
く
つ
か
の
郡
農
会
役
員
な
ど
の
「
参
列
者
」
と
、
各
市
郡
選
出
の
「
篤
農
家
」
11
「
出
席
者
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。
県

県
農
会
主
催
の
地
主
懇
談
会
は
、

（二）

篤
農
家
懇
談
会
に
見
る
政
策
の
転
換

争
議
の
取
締
に
つ
い
て
は
他
府
県
と
同
様
の
措
置
と
し
て
、
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地
主
懇
談
会
・
篤
農
家
懇
談
会
一
覧

＊
第
二
回
の
招
集
の
際
の
議
題
は
第
一
回
と
同
一
（
当
日
に
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
。

備
考
こ
典
拠
は
福
岡
県
産
業
部
『
篤
農
家
懇
談
会
要
領
』
各
回
分
（
第
一
回
の
み
『
地
主
篤
農
家
懇
談
会
要
領
』
、

料
（
一
）

S
（
四
）
」
の
サ
プ
タ
イ
ト
ル
あ
り
）

各々「農村振興資

．． 第 ．． 第 ．．． 第 ．． 第 ... 議 回

作自 農村 四 農業 農民
時代ノ 小作農胄 時勢ノ

地主 農村 事農 農業 地主

創農業者 興振ノヲ

回
働労カ 安ンヲ

回 回 小ノ 回 思労小 題 数

趨勢 推移
作振 想力作
人典 ヲノ人 ＇ 

ノジ 二ヲニ ノヲ 振調関

設奨励 為図ル
調節 其テ

鑑シ伴 間図 起節係
開ミテヒ ノリ シ ヲ ヲ

九 ヲノ 九 農土農 九
係関 農事

九 農計一 九

地関二シ 農業経営

固業
村振 地事改惰 村ル層 催

四 lレニ
益ヲ 思想 ノ方親善

゜年
為採 励精

年 興上 所有ノ 年 年
風美策如ナ

年
年

二 々ヲ
主ノ 月 ル セ 月 地機会 各 月 親善 啓発 月 ヲ何ラ 月

之；ア 畠農事
ベ シ 主位 助シ 月

九 キム 七
ノヲ二

ノ『‘ ナス
ノ，‘ 長ム 五

日
方 ル

日
採得於

日
ラル

日
スル

日 日

策如何 方策如何

ルセテ シニ ルノ
ヲノ ベシ施 ルム 適当 ノ 良法

助長ス 改上良
l キム設 ~ l l l 

方 ルセ 為卜 良法 如

策何如 施為 ラレ
ニ哉"4A 如何

ベ地 伊 仇 醤
必ム

加
何 山 講

キ主 設夕 要ル

最善 施ノ
藤 スル

ナル 胃方 > 崎
演

兆 闊 ；塁 胃 璽
ノ設 司 仁 者

方ト ＾ 九 福 方ノ

>会
策胄方 何 冗

畠， ＾ 講

策如何 最テシ 嬰 悶 法何如 種類並 嬰 胃
モ

｀ 
子

其 ； 
の

効

長i 
ノ 塁`ー'

幹 ； 
果

孟悶~ -~ > 雷教
更

ア
き

1レ
授ヽ

i 
何

表

2

-197-



表 3 篤農家懇談会出席者一覧

第 第 第 第 第 第 第 第
市都名 氏名 Ill 12) (3) 四 市郡名 氏名 (1) i2) (3) 四

匝回 回回 囲回 回阿

福岡rli 太田清蔵 口

゜
朝倉郡 古賀藤助 I 9‘’ヽ9 

若松市 平野彦一郎 筑紫郡 谷 彦一

゜久留米市 大藪房次郎

゜゚
C) 藤 勝栄 （〕

大藪守治

゜
〔）

゜
武末富次郎 0 

牛島覚平

゜
田中伊助 (>

熊丸喜次郎

゜
平島豊吉

゜大布田巾 浜田義孝

゜
中牟田正三

゜門司占 福家重蔵

゜
山内範造

゜粕屋郡 国崎繁太郎

゜゚
樽木厚

゜国崎捐多 (：：： 

゜
都島小四郎

゜吉住庄二郎 （ロ 藤野壽太郎

゜＝輪善輔 （〉 早良郡 上斐崎三右衛門

゜
。。

゜安部勝芙 槃田文城

゜藤 正太郎 石橋光次郎

゜藤 一雄

゜
宮田卯八

゜内田玄英 青木申五郎
, -

゜
＼．」

佐伯源十 0 下司茂実

゜丸山喜＝郎

゜
鍋山幾次郎

゜宗像郡 伊藤惣太郎

゜゚゜
糸島郡 進藤栄太郎

゜゚吉1R 豊太郎 ぐ） ＝島藤太

゜゚
c; 

゜網脇房合 /＼．ノ‘ l 中村友次郎

゜高山六郎 ） 

゜
楢崎顕三

゜
(~） 

遠賀郡 石橋崎太郎

゜
楢崎小助

゜田代丈一郎

゜
生田清六

゜有吉暦太郎

゜
浮羽郡 林田隆壽

゜゚
C) 

゜久野三

゜ ゜
河北俊義

゜ ゜゚
C 

岡部龍太郎

゜
西見重太郎

゜有吉藤蔵

゜
竹藤準蔵

゜秋吉泰

゜
橋詰又＝郎 口

大貝壽雄

゜ ゜
三井郡 田中新吾

゜鞍手郡 青柳節造

゜゚
ヽ 高松清

゜舌間喜七郎

゜
光安祐夫 ＇ 9ヽ-

゜石井徳久次 C, 

゜゚
富安鉄三

゜
cー：｝ (＿) 

粟田包吉

゜
高島賢太

゜勝木勝

゜
白石千明 ，r、一ヽ~ 

゜佐野頼松

゜
二原忠治

゜嘉穂郡 有田広

゜゚
’―‘ 上野久守

゜和田六太郎

゜
＝瀦郡 馬場登士夫

゜ ゜゚゚金丸与志芙

゜
/-、 中村実

゜
C_＇ 

゜゚野見山醇造 ＾ ＇ヽ ゜゚
稲益 義 ＂ ＼ 1 

伊藤友次郎

゜
竹下松次郎 0 

城者そ衛門

゜
高田 1，') 

゜西園久四郎

゜
中村文太郎 ，ヘ

松隈菊太郎

゜
八女郡 平出耕作

゜゚矢野直吉

゜
熊谷洋

゜゚朝倉郡 具島又二郎 □ 
゜゜

隈本牌次郎 ＼ヘ

゜松岡保敏 9¥ヘ9 C) 中島孫四郎 し□
松岡保政 ＾ 、一‘＇ 

中島勇 。
篠崎辰次郎 ＾ 、 猪口和吉

゜丸山吉太郎

゜
角伍一郎

゜熊谷充吉 大内龍男 c 
古林三五郎

゜
山門郡 沖中村 敬糾止キ

゜中島喜次郎
,~ 

゜ ゜゚--198 



第 第 第 第 第第 第 第
占郡名 氏名 Ill 12) (3) 四 市郡名 氏名 (1) 12) 131 四

回 回 匝 皿 同回 回［い1

山門郡 古賀歌郎 ＇＇ッ~ し 林 亀＿ 郎^ ジ

゜桝水昌

゜ ゜
日高力蔵

゜゚
戸

永江消

゜
倉田富太郎 :::＼， 

三池郡 旗崎直之

゜
〔〕 伊藤兆司 C 

湯村元之

゜
香月則文

,- /-、

浦江淑 鶴賀万次郎 '"', 
池田芳五郎 I r -; 示都郡 角田段蔵

rへ

宮崎倹蔵 （ 木村知治

゜
戸，

宮本時二郎

゜
木村秀郷 し‘}

中島憲一郎

゜
陣山新太郎 [.9’ 

藤田又六 （） 守田 T穐 （へ）

浦家久雄

゜
木村藤太郎 ， ＼/ -ノ、＼

企救郡 二郎丸松之介

゜
和田 又八郎

゜山口享ー

゜
佐々 角太郎

゜島中壽太郎 中村大三郎
ー、

＼ 

生野清太郎 、' /--
木村兵三郎

広石紋人郎

゜
福島貞次郎

゜片村雅之助

゜ ゜
築上郡 福田盆蔵

゜宮士本登ー 0 高橋喜七郎 〈）

島 助芳 i 島田伯之助 じ
河内国澄 ： 門田謙治

゜喜久田吉蔵 森本常太郎

゜田川郡 柳武亀太郎
,, 

゜
白川寅吉

゜
＼ノ

林田春二郎 C) C,: 浅尾 ＿芝保吉

゜ ゜中中村村 武静彰―・ ゜
r ジ ＇ 尾家信―

゜゜゚備考： Ill は五0町歩以上の大地主。

（農商務省「五十町歩以上ノ大地主」 ＇大正十三年六月調査，による）

12) は地主視察団（本文にて後述）参加者。但し、第一[ul(1920年5月16~22日） •第二回 (1921年10月

2~10日）分のみ。

（第一同は福岡県農会『農村振眸資料（其ノ____:_) 地主小作農問題」〈大正 9年7月〉、第二回は万福岡

県農会報』ニニ九号＜大正11年2月〉による）

(3) は何らかの小作保護事業を実行していたことが確認できる者

（後掲の表 4の典拠資料と本文第一章参昭）
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る
早
良
・
浮
羽
・
三
瀦
郡
な
ど
が
あ
る
一
方
、
朝
倉
・
筑
紫
・
企
救
・
遠
賀
郡
な
ど
毎
回
参
加
者
が
異
な
っ
て
い
る
郡
も
あ
る
。
郡
市

長
の
参
加
者
の
推
薦
に
は
統
一
し
た
基
準
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
郡
市
長
の
独
自
の
判
断
で
推
薦
が
行
わ
れ
た
と
推
定
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
参
加
者
全
体
に
占
め
る
五

0
町
歩
以
上
の
「
大
」
地
主
の
比
率
は
高
く
、
ま
た
、
県
農
会
主
催
の
地
主
視
察
団
参
加
者
や
小

作
保
護
の
た
め
の
施
設
・
事
業
を
実
践
し
て
い
る
者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
郡
市
長
が
影
響
力
の
大
き
い
大
地
主
や
小

作
保
護
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
農
村
問
題
に
関
心
の
高
か
っ
た
地
主
を
推
薦
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
構
成
か
ら
し
て
、
県
農
会
や
県
当
局
が
明
確
か
つ
強
力
な
政
策
的
意
図
を
も
っ
て
参
加
者
を
集
め
た
訳
で
は
な
い
が
、
結

果
的
に
県
の
主
張
す
る
小
作
保
護
な
ど
の
施
策
を
先
進
的
に
実
行
し
て
い
る
地
主
ら
を
糾
合
し
、
そ
の
経
験
交
流
の
場
と
な
り
、
ま
た

い
ま
だ
小
作
保
護
施
策
を
実
行
し
て
い
な
い
地
主
へ
の
督
励
の
場
と
な
る
点
に
―
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
回
懇
談
会

の
協
議
で
は
、
司
会
の
県
農
林
課
長
が
小
作
保
護
を
熱
心
に
実
行
し
て
い
た
林
田
隆
壽
（
浮
羽
郡
）
に
冒
頭
の
「
発
表
」
を
依
頼
し
、

ま
た
鞍
手
郡
若
宮
村
で
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
か
ら
企
業
的
な
大
農
場
経
営
を
行
っ
て
い
た
石
井
徳
久
次
が
自
己
の
農
場
の
経
営
に

(12) 

つ
い
て
発
言
し
、
同
じ
く
同
郡
新
入
村
で
地
主
ら
の
共
同
に
よ
り
農
場
経
営
を
行
っ
て
い
た
青
柳
節
造
も
発
言
を
し
て
い
た
。
篤
農
家

懇
談
会
は
、
こ
の
時
に
青
柳
が
「
農
村
問
題
研
究
」
の
た
め
の
「
継
続
的
二
研
究
ス
ル
タ
メ
機
関
」
の
設
置
を
県
当
局
に
問
う
た
よ
う

に
、
篤
農
家
ら
の
考
え
る
農
村
振
典
・
小
作
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
を
県
当
局
に
伝
え
る
、
県
当
局
者
か
ら
い
え
ば
意
見
聴
取
を
行
う

(13) 

場
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

は
表
3
の
通
り
で
あ
る
。

の
主
催
に
か
わ
る
と
、
県
知
事
（
県
農
会
会
長
で
も
あ
る
）
を
は
じ
め
県
内
務
・
産
業
各
部
長
、
農
林
課
長
な
ど
行
政
担
当
者
（
二
回

以
降
何
人
か
の
部
長
が
加
わ
っ
て
い
る
）
が
参
列
し
、
ま
た
県
下
ほ
と
ん
ど
の
郡
の
農
会
長
な
ど
郡
農
会
役
員
も
参
列
す
る
が
、
県
農

会
の
技
師
や
技
術
員
の
参
加
は
史
料
的
に
は
確
認
で
き
な
い
。
地
主
懇
談
会
・
篤
農
家
懇
談
会
の
主
役
は
各
郡
市
の
地
主
層
に
属
す
る

「
篤
農
家
」
で
あ
り
、
県
主
催
に
な
っ
て
以
降
は
各
郡
市
長
の
推
薦
に
よ
り
出
席
し
た
が
、

一
九
二

0
年
以
降
の
そ
う
し
た
「
出
席
者
」

「
出
席
者
」
名
を
見
る
と
、
毎
回
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
数
回
に
わ
た
っ
て
同
一
の
地
主
が
参
加
し
て
い

-200-



さ
て
、
表
2
の
懇
談
題
目
や
席
上
県
当
局
が
訴
え
て
い
た
こ
と
か
ら
は
、
県
当
局
の
一
定
の
変
化
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
回
懇
談
会
(
-
九
ニ
―
年
）
で
冒
頭
の
挨
拶
に
立
っ
た
知
事
安
河
内
麻
吉
は
、
地
主
小
作
関
係
の
変
動
を
「
時
代
変
遷
ノ
然
ラ
シ

ム
ル
所
デ
止
ム
ヲ
得
ヌ
コ
ト
ト
思
」
う
と
比
較
的
深
刻
に
受
け
と
め
、
「
地
主
ト
シ
テ
モ
相
当
施
設
方
法
ヲ
講
ズ
ル
コ
ト
ヲ
セ
ズ
ニ
徒

二
旧
慣
ヲ
墨
守
ス
ル
コ
ト
ハ
不
可
ナ
イ
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
地
主
の
小
作
保
護
（
「
小
作
人
愛
護
」
）
の
実
施
を
要
望
と
し
て
述

(14) 

べ
て
い
る
。

名
士
に
よ
る
小
作
人
へ
の
講
話

地
主
自
作
に
よ
る
「
模
範
的
農
業
」
の
経
営

他
府
県
へ
の
視
察

産
業
組
合
・
農
業
倉
庫
経
営
へ
の
尽
力

肥
料
資
金
の
融
通

耕
地
改
良
拡
張
に
よ
る
裏
作
の
利
益
増
進
と
生
活
安
定

こ
う
し
た
事
項
は
、
先
の
農
商
務
省
当
局
へ
の
県
当
局
者
の
回
答
の

(
A
)
（B
)
に
相
当
す
る
も
の
で
、
ま
た
後
日
出
席
者
・
市
郡

役
所
・
郡
農
会
へ
配
布
さ
れ
た
懇
談
会
記
録
（
『
篤
農
家
懇
談
会
要
領
』
）
に
農
商
務
省
農
務
局
が
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
作
製
し

た
「
地
主
ノ
農
事
二
関
ス
ル
施
設
事
例
」
を
参
考
資
料
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
以
前
か
ら
県
内
の
地
主
の
い
く
ら
か
も
小
作

保
護
・
奨
励
事
業
と
し
て
実
践
し
て
い
た
こ
と
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
地
主
の
農
業
へ
の
従
事
（
地
主
自
作
）
を
、
地
主
子
弟
の
「
訓
育
」
、

地
主
の
小
作
人
へ
の
「
同
情
心
」
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
強
く
要
請
し
て
い
た
が
、
当
時
い
わ
ゆ
る
不
在
地
主
の
〈
無
為
徒
食
〉
的
イ

メ
ー
ジ
か
ら
地
主
へ
の
社
会
的
不
評
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
県
知
事
・
県
当
局
は
何
よ
り
も
地
主
の
積
極
的
参
加
な
い

小
作
米
品
評
会
の
実
施

奨
励
米
・
奨
励
金
の
交
付
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二
六
年
九
月
在
任
）

ま、,；‘_ 

策
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
提
起
さ
れ
て
い
な
い
。

し
主
導
に
よ
る
農
事
改
良
・
農
業
経
営
改
善
を
強
調
し
、

そ
れ
が
有
効
な
争
議
対
策
に
も
な
る
と
考
え
て
い
た
。

こ
う
し
た
小
作
保
護
事
業
の
地
主
へ
の
勧
奨
に
つ
い
て
は
第
二
回
の
懇
談
会
で
も
挨
拶
の
中
で
安
河
内
知
事
が
ふ
れ
て
い
る
。
表
2

に
見
る
よ
う
に
こ
の
回
の
協
議
題
目
は
第
一
回
の
そ
れ
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
後
、
自
作
農
創
設
の
必
要
性
と
そ
の
た
め

の
方
策
が
取
り
上
げ
ら
れ
は
じ
め
る
。
自
作
農
創
設
事
業
は
小
作
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
鉱
工
業
と
都
市
化
の
進
展
に
伴
う
農
家
・

農
業
従
事
者
の
減
少
へ
の
対
応
策
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
面
が
強
く
、
小
作
争
議
を
事
前
か
つ
「
根
本
」
的
に
解
決
す
る
た
め
の
方

第
四
回
懇
談
会
の
時
期
に
い
た
る
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
挨
拶
を
行
っ
た
県
知
事
柴
田
善
―
―
一
郎
(
-
九
ニ
―
―
―
年
一

0
月
＼
一
九

「
農
業
争
議
二
対
シ
マ
シ
テ
ハ
・
・
・
今
日
ノ
思
想
変
化
カ
ラ
来
テ
イ
ル
傾
向
デ
ア
ル
ト
ノ
ミ
ト
ハ
観
察
シ
テ
居

ラ
ヌ
。
…
今
日
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
即
チ
分
配
ノ
問
題
二
就
キ
疑
義
ヲ
挟
ン
デ
此
ノ
苦
境
ヲ
脱
ス
ル
ガ
為
二
従
来
ノ
分
配
ノ
方
法
ガ
果
シ

テ
適
当
デ
ア
ッ
タ
カ
否
カ
ト
イ
フ
…
斯
ノ
様
ナ
問
題
二
関
シ
マ
ス
ル
当
局
ノ
態
度
卜
致
シ
マ
シ
テ
所
謂
地
主
二
偏
セ
ズ
小
作
人
二
偏
セ

(15) 

ズ
所
謂
忠
実
ナ
ル
態
度
ヲ
以
テ
臨
ム
積
モ
リ
デ
ア
リ
マ
ス
・
・
・
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
い
た
る
と
従
来
の
地
主
へ
の
小
作
人
保

護
事
業
奨
励
11
「
温
情
」
の
強
化
だ
け
で
は
な
い
、
小
作
争
議
を
農
業
に
よ
り
発
生
す
る
利
益
の
「
分
配
」
の
問
題
と
し
て
、
そ
の
制

度
・
シ
ス
テ
ム
化
の
必
要
性
を
志
向
す
る
方
向
へ
転
換
し
、
明
ら
か
に
生
産
至
上
主
義
あ
る
い
は
全
体
の
利
益
増
進
に
よ
る
取
り
分
の

増
加
と
い
っ
た
明
治
農
政
的
発
想
か
ら
抜
け
で
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
転
換
は
ス
ム
ー
ズ
か
つ
直
線
的
に
な
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
多
分
に
県
知
事
の
発
言
は
個
人
的
志
向
に
依
っ
て

い
た
面
も
あ
る
。
第
三
回
懇
談
会
時
の
県
知
事
澤
田
牛
麿
(
-
九
二
二
年
一

0
月
＼
二
三
年
一

0
月
在
任
）

題
は
「
世
間
ノ
見
方
」
が
「
誇
大
」
で
あ
り
、

は
、
地
主
小
作
人
間
の
問

「
日
本
ノ
建
国
主
義
即
家
族
主
義
」
「
温
情
主
義
」
に
よ
っ
て
「
親
作
」
（
地
主
）

と
「
子

作
」
（
小
作
人
）
が
互
い
に
「
問
題
ノ
解
決
二
努
メ
タ
ナ
ラ
バ
決
シ
テ
難
事
デ
ハ
ナ
イ
」
と
述
べ
て
い
る
。
小
作
問
題
へ
の
危
機
感
は

や
や
薄
く
、
従
前
か
ら
の
小
作
保
護
の
よ
り
一
層
の
徹
底
を
求
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
県
知
事
に
対
し
、
郡
市
長
・
地
主
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の
中
に
は
耕
作
地
の
交
換
分
合
の
困
難
と
の
関
係
か
ら
小
作
料
の
改
定
・
統
一
化
を
主
張
す
る
者
（
浮
羽
郡
の
河
北
俊
義
）
や
小
作
料

の
標
準
割
を
町
村
農
会
で
作
製
し
よ
う
と
提
案
す
る
者
（
田
川
郡
の
倉
田
富
太
郎
）
、
篤
農
家
懇
談
会
に
小
作
人
を
も
参
加
さ
せ
て
協

(16) 

議
し
よ
う
と
い
う
提
案
を
な
す
者
（
嘉
穂
郡
伊
藤
友
次
郎
）
が
い
た
。
知
事
・
県
当
局
の
熱
意
の
有
無
に
関
係
な
く
、
日
農
の
組
織
化

と
小
作
争
議
の
続
発
化
に
伴
い
小
作
問
題
対
策
に
熱
心
に
な
ら
さ
る
を
え
な
か
っ
た
「
篤
農
家
」
ら
が
、
各
地
主
あ
る
い
は
共
同
で
ま

た
農
会
な
ど
を
通
じ
て
、
小
作
保
護
の
諸
施
策
さ
ら
に
は
小
作
料
改
定
と
い
っ
た
小
作
争
議
へ
の
対
応
を
実
践
的
に
進
め
、
県
当
局
が

そ
う
し
た
実
践
例
を
取
り
上
げ
る
に
い
た
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
四
回
懇
談
会
で
は
、
自
作
農
創
設
事
業
を
推
進

し
て
い
た
宗
像
郡
田
島
村
の
村
長
と
小
作
料
改
定
を
推
進
し
始
め
て
い
た
同
郡
吉
武
村
の
村
長
が
参
加
し
「
実
験
談
」
を
披
露
し
て
い

た
。
小
作
調
停
法
の
本
格
的
運
用
開
始
を
機
会
と
し
て
翌
二
五
年
―
―
一
月
に
は
『
小
作
問
題
二
関
ス
ル
参
考
事
例
』
が
県
内
務
部
名
で
刊

行
さ
れ
、
各
郡
の
農
会
あ
て
に
数
十
部
単
位
で
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、

小
作
保
護
事
業
の
事
例
の
ほ
か
、
沢
村
康
（
九
州
大
学
農
学
部
教
授
）

さ
い
て
掲
載
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
従
前
も
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
県
内
の

の
「
小
作
料
論
」
や
小
作
料
改
定
事
例
が
一
定
の
ス
ペ
ー
ス
を

こ
う
し
て
一
九
―

-
0年
代
中
期
に
は
利
益
分
配
の
問
題
と
し
て
小
作
争
議
を
把
握
す
る
詑
識
も
明
確
と
な
り
か
つ
県
当
局
に
も
共
有

さ
れ
る
。
小
作
料
の
改
定
や
土
地
管
理
の
問
題
が
方
策
と
し
て
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
協
調
主
義
」
的
な
農
村
政
策

が
採
用
さ
れ
て
い
く
段
階
は
、
小
作
争
議
対
策
が
自
立
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
も
い
る
。
五
）
年
に
な
る
と
、
小

作
争
議
の
未
然
防
止
・
事
後
の
「
協
調
解
決
」
に
有
効
な
方
法
と
し
て
「
地
主
小
作
人
協
調
組
合
」
を
奨
励
す
る
政
策
が
選
ば
れ
、
同

年
九
月
に
は
各
市
町
村
に
通
牒
を
出
し
同
時
に
そ
の
「
準
則
」
を
頒
布
し
た
。
そ
の
準
則
に
よ
れ
ば
、
「
協
調
組
合
」
の
目
的
は
「
地

主
小
作
者
相
互
間
の
親
善
協
調
を
図
り
農
事
の
改
良
農
村
の
振
興
を
期
し
共
存
共
栄
の
実
を
挙
ぐ
る
」
こ
と
だ
と
さ
れ
た
。
そ
の
構
成

は
地
主
・
小
作
人
を
「
正
会
員
」
、
自
作
農
を
「
賛
助
会
員
」
と
し
て
各
同
数
の
委
員
を
、

員
を
若
干
名
選
出
し
、

九
1

＾
六
（
大
正

さ
ら
に
委
員
の
各
別
の
互
選
に
よ
る
評
議

そ
の
評
議
員
会
・
委
員
会
へ
小
作
地
の
売
買
・
引
き
上
げ
に
よ
る
紛
議
に
際
し
て
の
調
停
を
全
面
委
任
し
、
委
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委
員
立
ち
会
い
に
よ
る
実
地
検
見
ま
た
は
坪
刈
実
施
に
よ
る
割
引
率
の
協
定
と
い
っ
た
小
作
委
員
会
制
を
と
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
小

作
料
だ
け
で
な
く
小
作
地
の
管
理
を
も
行
お
う
と
し
て
い
た
。
事
業
と
し
て
「
検
見
又
は
小
作
料
の
協
定
」
「
小
作
に
関
す
る
紛
議
の

防
止
又
は
調
停
」
「
自
作
農
の
奨
励
及
び
土
地
又
は
小
作
地
の
斡
旋
」

の
ほ
か
に
、
「
農
事
の
改
良
進
歩
」
「
勤
倹
貯
蓄
の
奨
励
」
「
災
害

の
共
済
」
な
ど
も
あ
げ
て
い
る
。
単
に
地
主
小
作
関
係
の
調
整
だ
け
で
な
く
、
目
的
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
な
農
事
小
組
合
的
な
要
素

を
持
っ
た
農
業
団
体
と
し
て
、
こ
の
「
協
調
組
合
」
が
構
想
さ
れ
て
い
る
点
に
は
柱
意
を
要
す
る
。
実
際
、
市
町
村
農
会
主
導
で
創
設

さ
れ
た
県
内
の
農
事
実
行
組
合
の
中
に
は
朝
倉
郡
松
末
村
の
興
農
会
(
-
九
二
五
年

:o月
△
一
八
日
設
立
）
の
よ
う
な
先
例
が
あ
り
、

県
当
局
は
こ
れ
を
「
代
表
的
良
型
」
「
理
想
的
に
活
動
し
て
所
期
の
成
績
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
」
と
詳
価
し
、
そ
の
規
約
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
し
て
「
準
則
」
は
作
製
さ
れ
た
。
こ
の
「
準
則
」
通
り
に
実
現
さ
せ
よ
う
と
県
当
局
が
考
え
て
い
た
訳
で
は
あ
る
ま
い
が
、

調
組
合
」
の
普
及
が
自
作
農
創
設
事
業
と
な
ら
ぶ
県
当
局
の
こ
れ
以
後
の
小
作
争
議
対
策
と
な
っ
た
。

(

-

―

-

）

 

福
岡
県
に
お
け
る
小
作
保
護
の
到
達
点

篤
農
家
懇
談
会
で
の
県
当
局
の
意
向
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

一
九
二

0
年
代
前
半
期
に
は
地
主
の
「
温
情
」

「協

の
徹
底
、
小
作
保
護

事
業
が
政
策
的
に
強
調
さ
れ
定
着
が
は
か
ら
れ
た
が
、
こ
こ
て
そ
の
二

0
年
代
中
期
(
-
九
二
五
年
頃
ま
で
）
に
お
け
る
到
達
点
を
見

て
お
こ
う
。
表
4
が
そ
の
一
覧
で
あ
り
、
全
て
を
網
羅
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
大
よ
そ
の
傾
向
性
は
見
て
と
れ
よ
う
。
第
一
に
、

施
行
事
例
と
し
て
は
小
作
米
品
評
会
（
小
作
人
を
集
め
、
優
等
者
へ
の
褒
賞
授
与
や
そ
の
式
典
後
こ
慰
労
の
た
め
の
宴
会
な
ど
を
実
施

し
た
り
し
た
）
が
最
も
多
く
、

そ
れ
に
つ
い
て
農
具
や
肥
料
購
入
に
際
し
て
の
資
金
融
通
・
地
主
か
ら
の
積
立
金
援
助
を
含
む
貯
蓄
奨

励
な
ど
て
あ
り
、
関
係
小
作
人
を
何
ら
か
の
小
作
人
団
体
に
組
織
化
し
た
事
例
は
少
な
い
。
ま
た
、
第
一
次
大
戦
以
後
に
開
始
す
る
者

が
多
く
、
特
に
資
金
融
通
を
含
む
物
質
面
で
の
小
作
保
護
や
小
作
人
団
体
の
創
出
は
小
作
争
議
発
生
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
こ

の
時
期
以
降
(
-
九

1

八
仔
以
降
）
に
集
中
し
て
い
る
。
第
三
に
、
実
施
主
体
て
い
え
ば
、
こ
う
し
た
小
作
保
護
事
業
を
展
開
し
て
い

た
地
主
は
必
す
し
も
経
営
規
模
の
大
き
な
地
主
と
は
限
ら
す
、
実
施
す
る
か
否
か
は
か
な
り
個
々
の
地
主
の
自
覚
な
い
し
理
解
に
規
定
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表 4 小作保護事業渭覧表
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円
を
貯
金
奨
励
費
と
し
て
そ
の
貯
金
に
繰
り
入
れ

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
共
同
し
て
実
施
す
る
事
例
は
第
一
次
大
戦
後
で
あ
る
。

小
作
米
品
評
会
の
事
例
は
地
域
的
に
筑
後
地
域
に
多
い
が
、

そ
の
背
景
に
は
、
当
該
地
域
の
地
主
が
米
穀
販
売
に
お
い
て
巻
き
返
し

を
図
り
た
い
と
考
え
、
米
質
改
善
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
県
穀
物
検
査
所
に
よ
れ
ば
、
同
地
域
の
米

(19) 

は
豊
前
米
・
筑
前
米
に
比
し
て
価
格
が
安
く
米
質
不
良
と
の
市
場
で
の
評
価
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
こ
の
た
め
地
主
が
小
作
米
品
評
会
に

（表
1
に
見
る
よ
う
に
郡
長
・
郡
役
所
も
ま
た
米
質
改
善
・
俵
装
改
良
な
ど
を
改
善
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

（
明
治
四
四
）
年
か
ら
県
営
に
よ
る
移
出
検
査
・
産
米
検
査
が
実
施
さ
れ
る

に
つ
い
て
は
全
県
的
に
実
施
さ
れ
た
が
、
県
内
消
費
用
に
も
な
る
産
米
検
査
は
必
ず
し
も
順
調
に
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
）
。
こ
の

な
い
小
作
人
へ
の
地
主
の
保
護
奨
励
が
要
請
さ
れ
、

産
米
検
査
の
実
施
に
先
だ
っ
て
同
年
四
月
に
郡
市
長
・
郡
市
農
会
長
が
県
知
事
よ
り
召
集
さ
れ
、
そ
の
際
、
労
力
を
負
担
せ
ざ
る
を
得

(20) 

そ
の
「
準
則
」
が
示
さ
れ
た
。
地
主
会
等
に
よ
る
小
作
米
品
評
会
の
開
催
が
奨
励

さ
れ
て
い
る
そ
の
「
準
則
」
に
よ
れ
ば
、

「
小
作
米
ノ
調
製
俵
装
等
完
全
ニ
シ
テ
納
期
ヲ
失
セ
ザ
ル
者
」
「
検
査
合
格
米
ヲ
納
入
シ
タ

ル
者
」
「
耕
地
ノ
管
理
周
到
ニ
テ
シ
他
ノ
模
範
ト
ナ
ル
者
」
「
品
行
方
正
ニ
シ
テ
特
二
農
事
二
精
励
ナ
ル
者
」
と
い
っ
た
農
事
優
秀
者
な

(21) 

ど
が
褒
賞
・
慰
安
金
を
贈
与
す
る
対
象
者
と
さ
れ
て
い
る
。
産
米
検
査
の
施
行
時
期
と
小
作
米
品
評
会
の
開
始
時
期
は
必
ず
し
も
一
致

し
な
い
が
、
政
策
と
し
て
提
示
・
推
進
さ
れ
て
い
た
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
参
考
に
し
つ
つ
産
米
検
査
が
施
行
さ
れ
て
い
な
い
地
域
や
時
期

に
も
小
作
米
品
評
会
開
催
を
地
主
が
実
行
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

小
作
保
護
事
業
に
代
表
さ
れ
る
庄
司
氏
の
い
う
「
温
情
的
支
配
」
を
福
岡
県
内
の
地
主
と
し
て
最
も
進
め
て
い
た
の
は
、
浮
羽
郡
の

林
田
守
隆
（
と
そ
の
子
息
で
あ
る
隆
壽
）

米
の
品
質
・
手
入
れ
・
包
装
な
ど
を
一
等
か
ら
五
等
に
分
け
て
、
賞
品
と
し
て
農
具
類
を
供
与
し
、
ま
た
受
賞
小
作
人
を
酒
肴
で
供
応

(22) 

・
「
談
笑
」
し
た
と
い
う
。
ま
た
一
九
二

0
(大
正
九
）
年
以
降
小
作
人
に
委
員
を
設
け
て
貯
蓄
を
奨
励
し
、
林
田
が
五
カ
年
間
五
百

る
）
。
福
岡
県
に
お
い
て
は

熱
心
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

一
九

で
あ
ろ
う
。

一
八
九

0
(
明
治
二
三
）
年
か
ら
小
作
米
品
評
会
を
始
め
、
内
容
的
に
は
小
作

一
九
二
五

（
県
外
移
出
米

（
大
正
一
四
）
年
四
月
時
点
で
は
元
利
合
計
で
三
千
三
百
余
円
に
な
っ
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(
3
 

(
2
)
 

(23) 

て
い
た
。
こ
の
貯
金
を
管
理
す
る
た
め
も
あ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
の
が
、
林
田
家
小
作
報
徳
会
で
、
「
御
聖
勅
（
教
育
勅
語
—
筆
者
）
を

遵
奉
し
立
国
の
大
義
を
明
ら
か
に
し
社
会
の
秩
序
を
保
ち
報
徳
の
信
念
を
強
固
に
し
地
主
と
小
作
人
と
の
親
和
を
図
り
農
事
の
改
良
を

重
ん
じ
軽
進
妄
作
の
挙
動
を
戒
め
堅
固
な
る
一
致
団
結
を
協
約
す
る
こ
と
」
を
目
標
と
し
て
い
た
よ
う
に
、
同
報
徳
会
は
林
田
守
隆
が

報
徳
会
運
動
に
心
酔
し
て
い
た
ゆ
え
に
組
織
さ
れ
た
小
作
人
団
体
で
も
あ
っ
た
。
報
徳
会
は
各
村
に
支
部
を
お
き
支
部
ご
と
に
小
作
人

を
年
一
回
な
い
し
二
回
集
め
て
農
事
談
話
や
来
賓
の
講
演
を
聞
か
せ
、
ま
た
毎
年
一
回
勅
語
の
「
奉
読
」
を
行
い
小
作
人
の
「
修
養
」

(24) 

に
資
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
築
上
郡
の
尾
家
や
三
井
郡
の
佐
々
木
の
場
合
も
同
様
の
事
業
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
但
し
報
徳
会
運
動
へ
の
心
酔
は
見
受
け
ら
れ
な
い
）
。
貯
金
の
管
理
の
た
め
の
小
作
人
団
体
と
い
う
点
で
は
、
佐
々
木
の
佐
々
木
家

耕
作
貯
蓄
組
合
も
同
様
で
あ
り
、
土
地
購
入
資
金
の
融
通

．．
 
災
害
時
の
援
助
な
ど
経
済
上
の
設
備
援
助
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
（
資
金
調
達
の
あ
り
方
は
不
明
）
。
以
上
の
よ
う
な
小
作
人
団
体
と
先
の
「
協
調
組
合
」
の
構
想
と
は
か
な
り
の
落
差
が
あ
り
、
県

当
局
の
小
作
料
改
定
の
奨
励
や
「
協
調
組
合
」
構
想
は
、
系
統
農
会
を
中
心
と
し
た
郡
や
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
小
作
争
議
へ
の
対
応
か

ら
生
み
出
さ
れ
て
く
る
。

「
大
正
一
五
年

福
岡
県
小
作
争
議
概
要
」
（
『
大
正
―
ニ
・
ニ
ニ
年
度
小
作
争
議
調
査
』
『
農
務
事
蹟
』

一
四
所
収
）

一
九
二
二
年
。
こ
の
史
料
を
も
と
に
し
た
全
国
の
全
般
的
特
徴
に
つ
い

同
前
庄
司
著
第
七
章
。
た
だ
し
、
こ
の
転
換
と
い
う
点
に
は
若
干
の
疑
問
が
残
る
。
福
岡
県
で
も
庄
司
氏
の
い
う
地
主
に
よ
る
「
温

情
的
支
配
」
は
た
し
か
に
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
（
後
述
）
が
、
県
内
の
地
主
経
営
に
関
す
る
分
析
は
皆
無
で
あ
り
、
は
た
し
て
中

小
地
主
の
多
い
福
岡
県
で
ど
の
程
度
大
地
主
性
に
規
定
さ
れ
る
性
格
の
強
い
「
温
情
的
支
配
」
が
存
在
し
え
た
の
か
不
明
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
、
そ
の
衰
退
を
、
よ
り
後
と
し
て
時
期
の
地
域
的
差
と
し
て
処
理
で
き
る
か
ど
う
か
現
時
点
で
の
即
断
は
不
可
能
で
あ
る
。
後

述
の
よ
う
に
小
作
保
護
事
業
は
一
九
二

0
年
代
前
半
に
県
当
局
・
農
会
が
強
調
し
、
農
事
小
組
合
等
に
よ
り
「
温
情
的
支
配
」
を
組
織

て
は
前
掲
庄
司
著
第
七
章
三
六
一
一
て
~
三
七
四
頁
。

農
商
務
省
農
務
局
『
小
作
争
議
二
関
ス
ル
調
査
其
ノ
一
』

ー
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，
 

(
8
)
 

7
 の

事
例
』

前
掲
盃
農
村
振
興
資
料
(
-
)

地
主
小
作
農
問
題
』
(
-
九
二

0
〈
大
正
九
〉
年
七
月

的
に
行
わ
せ
る
こ
と
の
有
効
性
と
現
実
性
へ
の
否
定
的
見
方
は
福
岡
県
て
は
一
般
的
で
は
な
い
。
さ
ら
に
「
協
調
主
義
」

示
す
協
調
組
合
奨
励
政
策
に
つ
い
て
も
庄
司
氏
の
い
う
も
の
と
は
異
な
り
、
後
述
の
よ
う
に
「
協
調
主
義
」
の
発
想
の
ほ
か
に
「
経
済

主
義
」
的
な
発
想
に
も
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
福
岡
県
に
限
っ
て
い
え
ば
必
ず
し
も
庄
司
氏
の
指
摘
が
適
合
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

福
岡
県
産
業
部
『
農
村
振
興
資
料
(
-
)

第
一
回
地
主
篤
農
家
懇
談
会
要
領
』
(
-
九
二
年
八
月
）
〈
『
農
務
事
蹟
」
八
所
収
〉

た
と
え
ば
、
県
内
務
部
囚
い
作
問
題
二
関
ス
ル
参
考
事
例
』
(
-
九
一
五
年
て
月
）
に
は
、
糸
島
郡
長
糸
村
農
事
実
行
組
合
、
同
都

「
地
主
小
作
問
題
ノ
対
策
」
（
の
第
八

0
0号
、
大
正
一
四
年
三
月
二
日
施
行
、
福
井
県
へ
の
回
報
）
、
「
小
作
争
議
対
策
二
関
ス
ル
件
」

（
の
第
二
七
九
五
号
、
大
正
一
四
年
七
月
一

0
日
施
行
、
照
会
へ
の
回
報
）
〈
『
農
務
事
蹟
』

福
岡
県
小
作
争
議
概
要
」
。
残
念
な
が
ら
小
作
争
議
発
生
地
と
自
作
農
創
設
事
業
を
実
施
し
た
市
町
村
・
産

業
組
合
所
在
地
な
ど
の
重
複
状
況
や
実
施
の
詳
細
は
現
在
十
分
に
史
料
的
に
知
る
こ
と
が
て
き
な
い
。
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

前
掲
「
地
主
小
什
問
題
ノ
対
策
」
お
よ
び
「
小
作
争
試
対
策
二
関
ス
ル
件
」

『
農
務
事
蹟
』

一
八
所
収
の
各
史
料
よ
り
推
定
。
他
に
書
記
や
雑
務
を
行
う
吏
員
が
何
人
か
い
た
。
小
作
係
は
内
務
部
に
所
属
し
て

い
た
が
、
以
後
史
料
中
で
は
農
商
務
省
（
の
ち
農
林
省
）
を
「
本
省
」
と
し
、
ま
た
小
作
官
室
で
執
務
し
て
い
る
よ
う
で
小
作
官
同
様

農
商
務
省
直
結
の
機
関
と
い
う
件
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

福
岡
県
農
会
『
農
村
振
興
資
料
（
其
ノ
―
-
）

第
一
回
地
主
篤
農
家
懇
談
会
要
領
』
。
な
お
、
石
井
、
青
柳
の
農
場
に
つ
い
て
は
『
農
場
利
益
分
配

（
農
商
務
省
農
務
局
篇
・
刊
行
、

一
九
―
―
一
年
パ
月
）
所
載
の
「
甲
農
場
」
「
乙
農
場
」
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
全
国
的
に
紹

介
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
（
地
域
の
比
定
は
福
岡
県
内
務
部
「
近
代
的
農
民
運
動
発
生
ノ
沿
革
」

前
掲
「
大
正
一
五
年

6
)

前
掲
『
小
作
争
議
二
関
ス
ル
調
査
其
ノ
一
』

野
北
村
農
会
、
遠
賀
郡
折
尾
町
本
城
区
の
事
例
が
紹
介
し
て
あ
る
。

(
5
 

(
4
 

〈
一
九
三
一
一
年
三
月
〉
と
現
地
で
の
筆

一
八
所
収
〉

へ
の
転
換
を
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24)

同
前
、
及
び
前
掲
『
農
村
振
興
資
料
（
其
ノ

地
主
小
作
農
問
題
』

23)

表
4
中
の
「
小
作
人
保
護
施
設
に
関
す
る
件
」
（
『
農
務
事
蹟
』

一
八
所
収
）

22 

一
九
三
三
〈
昭
和
八
〉
年
三
月

た
地
方
改
良
運
動
の
影
響
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(21) 
同
前
『
明
治
四
四
年
度
福
岡
県
米
穀
検
査
報
告
』
。
ま
た
「
準
則
」
に
よ
れ
ば
、

20 19 

福
岡
県
産
業
部
『
農
村
振
興
資
料
（
二
）

第
二
回
福
岡
県
主
催
篤
農
家
懇
談
会
要
領
』
(
-
九
―
―
二
年
―
二
月
）
。
な
お
、
こ
こ
で

の
青
柳
の
発
言
が
契
機
と
な
り
県
の
「
農
政
研
究
」
が
始
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
懇
談
会
で
の
協
議
に
お
け
る
出

席
者
の
意
見
が
県
の
農
業
・
農
村
政
策
に
ど
の
程
度
反
映
し
て
い
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

第
一
回
地
主
催
篤
農
家
懇
談
会
要
領
』

福
岡
県
主
催
第
四
回
篤
農
家
懇
談
会
要
領
』
（
刊
行
年
月
日
未
記
載
の
た
め
不
明
）
。

以
上
、
福
岡
県
産
業
部
『
農
村
振
興
資
料
（
三
）

福
岡
県
主
催
第
三
回
篤
農
家
懇
談
会
要
領
』
(
-
九
二
四
年
一
月
）
。

福
岡
県
主
催
第
四
回
篤
農
家
懇
談
会
要
領
』
。

「八

0
歳
以
上
ノ
老
人
ヲ
孝
養
ス
ル
者
」
「

福
岡
県
内
務
部
『
地
主
小
作
人
協
調
組
合
二
関
ス
ル
調
査
』
(
-
九
二
八
年
七
月
）
、
以
下
の
記
述
は
こ
れ
に
よ
る
。

福
岡
県
穀
物
検
査
所
『
福
岡
県
米
穀
検
査
の
概
要
』
〈
大
正
八
年
度
版
〉
（
刊
行
年
月
末
記
載
の
た
め
不
明
）
。

福
岡
県
米
穀
検
査
所
『
明
治
四
四
年
度

検
査
の
概
要
』
〈
大
正
一
四
年
度
版
〉
（
刊
行
年
月
日
不
明
）

歳
未
満
ノ
児
童
五
人
以
上
ヲ
撫
育
ス
ル
者
」
な
ど
農
事
に
関
係
し
な
い
事
項
で
の
褒
賞
授
与
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
庄
司

氏
が
伊
藤
家
農
会
の
小
作
品
評
会
を
事
例
に
指
摘
し
た
よ
う
な
人
物
品
評
会
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
展
開
し
て
い

武
藤
直
治
『
林
田
守
隆
翁
伝
』
（
久
留
米
報
徳
会
、

18 17)

前
掲
『
農
村
振
興
資
料
（
四
）

16 15 

福
岡
県
産
業
部
『
農
村
振
興
資
料
（
四
）

14 

前
掲
『
農
村
振
興
資
料

13 

者
の
確
認
に
よ
る
）
。

福
岡
県
米
穀
検
査
報
告
』
（
同
所
、

一
九
―
二
〈
明
治
四
五
〉
年
）
、
同
所
『
福
岡
県
米
穀
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第
二
章

系
統
農
会
の
小
作
問
題
へ
の
対
応
と
動
揺
（
以
下
、
次
号
）

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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